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発明の概要 

特徴 

 関連分野  業務用機械、電気機械、電算機類、建設・土木 

専門技術サービス 

代表図 
 非破壊検査方法、情報特定方法及び情報特
定装置 

 近年、繊維強化プラスチック等の速度異方性を
有する材料からなる構造物が増えている。しかし
、従来手法ではこのような速度異方性構造物は精
度よく検査することができなかった。 
 本発明では、検査対象物において発せられた音
を測定する計測センサを検査対象物の表面に複
数配置して多角形の検査領域を形成し、音の推
定発信時刻及び推定発信位置並びに弾性波速度
分布を決定する弾性波トモグラフィに基づいて非
破壊検査が行われるため、異方性材料を含む検
査対象物の検査を精度よく行うことが可能となっ
た。 

速度異方性を有する材料の非破壊検査方法 
2017年10月分注目特許 No.1 

１：非破壊検査装置、２：計測センサ（ＡＥセンサ）、３：アンプ、４：計測部（ＡＥ計測装
置）、５：解析部（ＰＣ）、１０：検査領域、１００：検査対象物 



  応用の可能性 

など 

航空 

繊維強化建築物/建築資材 

軍事防衛 

宇宙 

鉄筋コンクリート構造物 



  応用の可能性/活用企業例/最新動向 

応用の可能性 

株式会社ＣＯＲＥ技術研究所の本発明に関する最新動向 

本技術の活用が見込める企業の一例 

・株式会社ジャスコ 

・ポニー工業株式会社 

・航空宇宙 

・繊維強化建築物/建築資材 

・オリンパス株式会社 

・株式会社島津製作所 

・株式会社アイビット 

・軍事防衛 

など 

など 

・ソフテックス株式会社 

本ページの情報は2017年12月時点において事務局が調査を行った結果に基づきます。 

・日本マテック株式会社 

・東芝産業機器株式会社 

・ホームページ内に本件特許情報について掲載あり（http://www.coreit.co.jp/profile-9.html） 

・鉄筋コンクリート構造物（橋梁、トンネル、etc.） 
 

・株式会社ニチゾウテック 

・株式会社ＫＪＴＤ 
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